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〈用賀小の学校教育目標〉 

【「共に学び、共に育つ」】子どもの育成をめざす 

⚫ よく考え、工夫する子ども 

⚫ 他者の思いをうけとめ、協力し合う子ども 

⚫ 健康な心と体で、前向きにがんばる子ども 

〈世田谷区の教育理念〉 
急激に変化する社会の中で、子ども一人一人が社会の担い手とし

て自らが課題に向き合い判断して行動し、それぞれが思い描く未

来を実現できる人材を育成する。 

⚫ 「キャリア・未来デザイン教育」の実現 

⚫ 「せたがや探究的な学び」 

【児童実態】 

・自ら行動するこ

とが苦手 

・あきらめやすい 

・自分の考えの表

現が苦手 

・自分で課題を見

つけたり解決方

法を見つけたり

することが苦手 

【教師の願い】 

・自ら学びを深め

られるようにな

って欲しい 

・自ら進んで学習

に取り組んでも

らいたい。 

・児童が自ら学習

に取り組める授

業の工夫を知り

たい。 

研究主題 

「主体的な読みを育てる「問い」と授業づくり」 

研究仮設 

「問い」と「読みのスイッチ」を明確にした授業づくりを行うと、子どもたちは物語を主体的に読み、多面

的に考えを深められるようになるだろう。 

目指す児童像 

⚫ 自分の問いをもち、考えを深める子 

⚫ 他者の考えを受け止め、学びを広げる子 

国語のメガネ 
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問いづくり 交流・授業デザイン 


